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熱帯の苗畑病害 (9) 小林 享夫

おう よう

黄葉病

東南アジアの早生造林樹種として広く用いられているジャイアントイ ピJレ・イピlレ

(Leucαenαleucocephαlα)とモノレッカネム (Albiziαfαlcatαnα)の苗木や若し、

植栽林lζ，小葉が黄化して落葉する病害が多発し，幼苗の生育不良や草原緑化造林地

の生長停滞をお乙 している。とれらは葉の黄化により遠くからもよく目立つ被害を生

ずるが，現地では病害とは気づかず，あるいは虫害と誤認される乙とも多い。 両樹種

lととのような被害をもたらす病原菌は，互いによく 似てはいるもののおのおの別種の

糸状菌で，それぞれ独立した病気である。しかし症状はきわめて類似しており，それ

らの特徴ある黄化病微から，いずれも和名を黄葉病，英名を yellowleaf disease 

と名つ‘けられた(小林 1978)。

1) イピル・イピルの黄葉病

病徴 幼苗から植栽若木にまで発生する。小葉が点々と黄化して次々に落葉する。

はじめ葉裏に微小な暗褐~黒褐色の粉状塊(病原菌の分生子祷と分生子塊)を散生す

る。菌体の周りにははっきりした病斑はつく らないが，菌体形成小葉は次々に黄化し

て落葉するため，幼苗では著しい生育阻害を受ける。また草原土壌に早期緑化のため

植栽した場合には，雨季の終わりから乾季にかけてしばしば激しく発生し，若木樹冠

の黄化や落葉による着生葉量の著しい減少をひきお乙す。かつてフィ リピンのノレソン

島中部lとおいてジャンピング ・ライスという害虫の食害が問題として報ぜられたが，

しばしば本病による落葉被害が乙の害虫の被害と混同されていた。

形態 本病菌は葉裏の表皮細胞内あるいは表皮細胞下1<::子座状の分生子祷を形成し，

その頂部が角皮を破って表面に露出する。分生子祷は径 50-240μm.頂部lζ分生子

柄を密iζ並列する。分生子柄は分生子を形成しながらジグザグ状に生長し，分生子着

生痕は顕著で. 1-数個の隔膜を有し，頂部近くには沈ないし刺を粗生し，大きさは

38-68x 4-11μm。分生子は梅棒状で褐色~オリーブ褐色.2-5隔膜があり，大き

さ 30-63x6.5-14μm.表面は始め滑蘭でのち微細なaないし刺を密生する。
(ELLIS 1971 ; HUGHES 1952 ;小林 1978;LENNE 1980 STEVENS & DALBEY 1919)。

分布と宿主 本病菌は不完全菌類の Exosporium属lζ属する糸状菌の一種で.1919 

年に STEVENSと DALBEYによってプエルト ・リ コで Leucaenα glaucα (= L. 

leucocephala . ギンネム)上に発見され • E. leucaenαe STEV. et DALBEYと命名

記載されたのが最初である。以後コロンビア，ジャマイカ， ドミニカ，プエノレ卜 ・リ
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コ，ベネズエラから Leucαenachαnnoni， L. collinsii， L. esculenta， L. leuco-

cephala， L. mαcrophylla， L. puluerulentαの上lζ寄生する乙とが報告されてい

る (Anonymous1960; BESSEY 1953; CIFERRI 1961 ; I泡NNIS1970; ELLIS 1971 ; 

HUGHES 1952; LENNE 1979， 1980; SEAVER &αfARDON 1926 ; STEVENSON 1975)。

乙れらは LENNEの報告を除いてはすべて菌学的，地誌学的報告であり，また今まで

は中南米以外の地域における発生は知られていなかった。

筆者はフィリピンのルソン島，セブ島， ミンダナオ島の各地で本病が広く発生して

いるのを観察したが， ζれがアジア地域での始めての記録であった(小林 1978; 小

林ら 1982)。おそら く原産地である中南米より種子または苗木とともに導入された

侵入病害と思われる。調査が進めばギンネムを導入した他の東南アジア諸国にも発生

が確認されるのではなかろうか。

なお，本病菌は BESSEY(1953) Iこより Cαmptomeris属lζ移されたが，典形的

な Cαmptomeris属の特徴とは異なるため，こ乙では Exosporium属としておく。

防除 本病菌の発生生態はまだ調査されておらず詳細は不明であるが，本病菌分生

子は風媒伝染をするものと思われる。従ってイヒ。jレ・イピjレ養成苗畑で'，;t.伝染源とな

る山出し後の残苗は処分し，周囲lζ装飾用K植栽する乙とはやめる。幼苗時IC:発生し

た時は，約 1-2か月ぐらいまで、の間マンネブ剤 (500倍)などの殺菌剤を 10日おき

写真 1 イヒ。ル・イピJレ黄葉病

A:幼齢造林木の葉の黄化と落葉，B:病小葉(裏面，黒点は分生子塊)， 

C:分生子樗上の分生子柄と分生子の形成， D 分生子
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写真一2 モルッカネムの黄葉病

A:発病苗床， B:病小葉の黄化と落葉
C:基部細胞上lζ輪生する分生子柄， D:分生子

lこ2-3回散布すれは、よいであろう。貧栄養草原土壌での幼齢植栽林では，激しい発

生をみた場合，林地施肥による樹勢の強化を図る乙とも一方法であろう。

2) モルッカネムの黄葉病

病徴 幼苗から植栽若木l乙発生するが，とくに播きつけ幼苗では病小葉の黄化落葉

による生育不良の被害が大きい。始め小葉の葉裏に暗褐色~黒褐色の粉状塊(病原菌

の分生子塊)を生じ，病葉は菌体の周りから黄化が進み落葉する。菌体形成部iζ小斑

点を形成することもある。値栽地では雨季の中ごろから発生が始まり，雨季の後半か

ら乾季の始めにかけて激しいが，苗畑では濯水するために通年発生がみられる。

形態 葉裏の表皮細胞内l乙褐色の大きい基部細胞(単胞，時IC2胞)を形成し，表

皮を破って露出する。基部細胞上lこ短かい円筒状の分生子柄を輪生する。分生子柄は
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単細胞で暗褐色~煤褐色，大きさ 20-70x7-1O.5μm，頂端付近Ir.細刺を粗生する。

分生子は根俸状でやや湾曲し，淡褐色~褐色， 2-3隔膜をもち，大きさ 28-58x8 

-16μm，表面lζ細かいreないし刺を密生する。
分布と宿生 本病菌は不完全菌類の Cαmptomeris属K属する糸状菌の一種で，

1909年 PETCHIとよりセイロンの Albizialebbek (ビJレマネムノキ)上に発見され，

Helminthosporium albizziae PETCHと命名記載された。その後，日本産ネムノ

キ (Albiziajulibrissin)上の標本を調べた内藤(1940)により，胞子表面K沈の

密生する特徴に基づき Heterosporiumαlbizziae(PETCH) NAITOと転属されたが，

さらに本病菌が大型で 1-2胞の基部細胞上iζ短円筒状の分生子柄を輪生するという

特異な形状lζ基づいて， MASONと HANSFORD(1943)により白mptomeris属iζ

移され，現在は C.αlbizziae(PETCH) MASON apud HANSFORDの学名が広く用L、
られている。また本種には南アフリカからの StigminαverruculosαSYDOW(1912) 

およびフィリピンからの Exosporiumalbizziαe KOBOYASHI (1978)が同種異名

として含まれる。

本病の分布は広く，アジア(インド，スリランカ，日本，パキスタン，フィリピン)， 

アフリカ(ウガンタ¥ガーナ，シェラレオネ，スーダン，南アフリカ)，中米(ドミ

ニカ)から Albiziacoriαria， A. falcataria， A. ferrugineα(ヤタンザ)， A. 

grαndibrαcteαtα， A. julibrissin， A. lebbek， Acaciαfαrnestαna (キンネム)

および A. mollissimα(モリシマアカシア)上に記録されている (BESSEY 1953; 

BILGRAMI et al. 1979; CIFERRI 1961 ; DoDGE 1950 ; ELLIS 1971 ; HUGHES 1952， 

1953 ;内藤 1940; TEODORO 1937， VENKATARAM 1965)。しかし，樹木病原菌とし

ての発生生態調査はほとんど行われていない。

防除 イピル・イピノレのそれに準ずる。
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25 pp.， 1952. 10) ー-: Fungi from the Gold Coast II. CMI， Mycol. Pap， 50， 104 pp.， 
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Porto Rican fungi. Mycologia 11 : 4-9， 1919. 18) 8TEVENSON， J.A.: The fungi of 

Puerto Rico and the American Virgin Islands. Contrib. Reed Herb. 23， 743 pp.， 1975. 

19) SYDOW， H. & P.: Beschreibungen neuer sudafrikanischer Pilze II. Ann. Mycol. 10・

437-444， 1912. 20) TEODORO， N.C.: An enumeration of Philippine fungi. Dept. Agr. & 
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(RAM， 45・104，1966) 

。原稿をお寄せ下さい。

購読者の皆様からの投稿を歓迎します。論説，調査報告，随筆，行事紹介，海外情

報，そのほか熱帯林業に関するものなら何でも結構です。原稿の長さは， 400字詰用

紙で 20-26枚(図表写真を含む)が適当ですが，多少は超過しても結構です。なお

随筆は 400字詰用紙で 13枚くらいを目安としています。また新刊紹介，文献抄録

(400字詰用紙で 1-2枚)も寄せて頂ければありがたいと思います。

本誌は引続き年3回(1月， 5月， 8月)発行の予定で，次号の編集は8月上旬に

行いますので， 7月末までにお送り下さい。なお掲載にあたっては，体裁をそろえる

など若干手をいれる場合がありますのでど了承下さい。

送付先:〒305茨城県稲敷郡茎崎町松の里

林業試験場木材部気付 熱梅林業編集委員会
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